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オーストラリアの輸出額、FTA発効国への
シェアが８割近くに 

 

オーストラリアは、二国間、地域間の自由貿易協定（FTA）を積極的に推進してきました。交渉の

進捗は必ずしも順調ではありませんでしたが、2014 年に韓国（12 月 12 日発効）、日本（2015 年

1 月 15 日発効）と立て続けに締結し、2015 年に中国とも署名しています（6 月）。この 3 か国を発

効国とみなすと、2013 年の FTA 発効国の輸出額シェアは 76.9%に達するまでに増加しています

（図参照）。今後も EU、ブラジル、香港、南アフリカ、台湾などと新たな FTA を追求する可能性が

あり、その動向が注目されます。 

 

 

 

 

注：出典：Global Trade Atlas 及び DFAT。 

 

この成果の詳細については、農林水産政策研究所 Web サイトをご覧ください（以下参照）。 
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https://www.maff.go.jp/primaff/kanko/project/attach/pdf/150331_26cr04_02_aus.pdf 
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オーストラリアの輸出額に FTA相手国が占める割合の推移 
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